
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)29, 135-136(1981)

1緒   言

前報では,岩手県内の大豆多収農家の土壌を調査した結

果 ,有/~2土層が厚 く,礫等の障害 もみられないなど物理的

に良好な圃場の多いこと,化学的には PIが好適で,置 換

性塩基や有効燐酸含量 も高 く,野菜等の栽培でも安定 した

生産をあげ得るような高肥沃土壌 となっていることを明ら

かにした。本報ではこれらのことから厩肥増投及び燐酸多

施用の大豆生育に及ぼす影響について検討 した結果を報告

する。

2試 験 方 法

(1)試験 I 大豆の多収に関する試験 (昭 54)

供試土壌 : 厚層腐植質多湿黒ボク土, pI(I120)567,

P吸 2,030,有効燐酸 (ト ルオーグP205)20″ %,転換 2

年目,前作一大豆。供試品種 ;ナ ンブシロメ。栽植密度 :

70× 12∽ ,11,900株 /10a(1本 立て)。 土壌改良条件(共

通 ): pI16 5目 標矯正,有効燐酸16″ %日 標燐酸改良。

処理条件 : 厩肥量 (103当 たり)15t,4t,6t,基肥

N量 (108当 た り)4切,8切 。

12)試験 Ⅱ 大豆の安定多収技術確立に関する試験 (昭 55)

土壌改造資材及び有機物施用による土壌基盤改善

供試土壌 : 厚層察植質多湿黒ボク土 ,pⅡ (Ⅱ20)638,

P吸 2.355,有効燐酸 14″ %,可給態窒素 37″ %,転換初

年目。供試品種 ,栽植密度は試験 Iと 同じ。土壌改良条件

(共通 ): pI16 5目 標矯正。処理条件 : ①標準 (燐酸

表 1 成熟期における生育及び収量 (昭 54)

-135-

岩手県 にお ける大豆多収穫 に関す る研究

第 2報 堆厩肥増投及び燐酸肥沃度向上の効果

石川 格司
*・

能瀬 拓夫・ 白旗 秀雄

(岩手県立農業試験場・
ホ
岩手県立農業短期大学校 )

Studies on the High一 Yielding Culture of Soybean in liato PreFecture

2 Effects Of st3ble nlanure and P application

K8kushi ISIIKAW4考 Takuo NosE and HideO SIIIRAHATA

(Im te― ken Agricultur31 Experiment Station・・ Iwate Prefectulal Colloge of Agriculture)

改良無 し),②土壌改造 (有効燐酸 16″ 目標 )③②■厩

肥 2t,④ ② +厩肥 4t.⑤② +厩肥 6t。 基肥N量 : 4均

/10a。

13)試験 Ⅲ 大豆の安定多収技術確立に関する試験(昭 55)

―燐酸EE沃度 と大豆生育 ―

供試土壌 : 厚層腐植質多湿黒ボク土,pⅡ (■20)610,

P吸 2.200,有 効燐酸51″ %,可給態窒素 63″ %,転換 2

年目,前作ソバ。処理条件 : 有効燐酸目標水準 8,12,

16″ 。他は前試験と同じ。各試験 とも岩手農試転換畑園場

で実施したが,転換初年目でも排水は良好で,過湿等の影

響はみられなかった。

3 試験結果及び考察

試験 I: 生育初期より基肥N増 ,厩肥増施の効果がみ

られ,これらの処理区の生育が勝る傾向であった。また ,

体内のN,P205濃度 も高まる傾向であった。 この様な生

育傾向は最大繁茂期に到ってもみられ ,主茎長,葉面積指

数,乾物重が基肥N増 ,厩肥増施でそれぞれ勝った。そし

て子実収量は表 1にみられるように初期より生育の勝った

基肥N増区 ,厩肥増施区で多収となった。このように生育

量の増大が子実生産を高めたことは子実重と茎奏重間に正

の相関がみられたことからも裏付られる。またこのような収

量増は百粒重の増大が大きく原因した。なお,各処理区は,

参考区の燐酸土改資材,厩肥無施用区に比べ 20%以上の増

収となり,燐酸資材多施用,厩肥併用効果の高いことを示

した。
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試験 Ⅱ: 前試験同様 ,燐酸多施用により生育量の著 し

い増大がみられたが,厩 IEの施用は厩肥が未熟であったこ

ともあり生育をやや抑制 した。結局.燐酸改良の効果は17

%の収量増となり認められたが,厩肥併用効果は生育抑制
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が影響 して,2t,4t施用ではみられなかった。燐酸改良

による増収は,奏数の増加及び百粒重の増大によるところ

が大 きい。作付跡の土壌は,燐 酸多投により有効燐酸の富

表 2 成熟期における生育及び収量 (昭 55)

表 3 作付跡地土壌の化学性 (昭 55)

試験Ⅲ: 有効燐酸が高水準ほど生育はllE盛 で,主茎長,

奏数.百 粒重が勝 り,8ヮ水準に比べ 121・9水準で7%,16″

水準では14%程度それぞれ増収した。収穫物中の燐酸,石

灰 ,苦土濃度は高水準ほど高まる傾向がみられたが,カ リ

濃度は逆に低くなった。作付跡土壌は,燐酸改良の際の熔

燐施用で,置換性石灰 ,苦土の富化,p菫の上昇,燐酸吸収

係数の低下が認められ,体内養分濃度との関連が反映され

表 5 収穫物の体内養分濃度 (昭 55)

化が認められた他 ,置換性塩基が明 らかに高まり,p亘が上

昇した。この傾向は厩肥の増肥でさらに顕著であった。

た結果となった。前試験の転換初年目畑に比べ ,収量水準

が全般に高かったのは,転換 2年 目であり,土壌の物理性

が良好であったこと,原上の可給態窒素含量が多いこと等

に起因すると考えられるが,実際 ,初期より生育は極めて

旺成で,根粒の着生 も明ら力■こ多かった。

表 4 成熟期における生育及び収量(昭 55)
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表 6 作付跡地土壌の化学性 (昭 .55)
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た燐酸改良 ,厩 1巴増施の効果を検討した。燐酸資材多投に

よる土壌改造効果は極めて高いことが明らかとなり,有効

燐酸が高水準ほど生育は旺盛で,体内燐酸,石灰 ,苦土濃

度も高まって,業数 ,百粒重の増加をもたらし増収 した。

さらに良質厩1巴の併用は,こ れらの効果を顕者に した。以

上のことか ら,火 山灰土壌での大豆多収には,燐酸多施 ,

良質有機物増投などによる土壌の肥沃化が重要と考えられ

た。要

衡植質火山灰土壌転換畑において,大豆多収を目的にし


